


















調査期間　　第 1次調査   平成 24年 3月 7日～15日、3月 28日～31日
　　　　　　第 2次調査   平成 25年 3月 6日～10日、3月 27日～31日































































氏家和典氏らを調査員とする調査団が結成された。発掘調査は昭和 46年 3月 20日～3月
























































































































　T1　X= −131889.046 m　Y=14885.611 m
　　　　標高 67.765 m
　T2　X= −131860.115 m　Y=14925.241 m
　　　　標高 66.968 m
注　この成果は 2012年 2月 27日に観測したものである。東日本大震災前、平成 20
年 6月 14日発生岩手宮城内陸地震後のデータと比較すると X軸で 1.29 m南に、
Y軸で 2.875 m東に移動しており、東日本大震災と岩手宮城内陸地震のいずれよ
















































古墳名 直径 墳丘高 タイプ
A1 6.3 0.5 C
A2 7 1 C
A3 6.14 1 A
A4 6.78 0.75 A
A5 5.33 0.75 A
A6 6.14 1.25 C
A7 6.62 1 C
A8 6.2 1 C
A9 6.78 1.5 B
A10 6.49 1 C
A11 7.42 0.75 C
A12 5.33 0.5 C
A13 5.17 0.5 C
A14 7.11 1.25 B
A15 4.2 0.25 B
A16 6.14 0.75 B
A17 6.13 1 B
A18 3.23 0.25 C
A19 6.2 1.5 C
A20 欠 欠 欠
A21 5.17 1.25 C
A22 7.43 1.5 B
B1 7.75 1.25 A
B2 7.43 2 A
B3 6.46 1 B
B4 3.55 0.25 B
B5 4.2 0.5 B
B6 3.55 0.5 B
B7 6.46 0.75 B
B8 6.46 1 B
B9 5.16 0.75 B
B10 4.2 0.5 B
B11 3.71 0.75 B
B12 9.11 1 B
B13 6.2 0.75 B
B14 6.62 1 C
B15 6.14 1.25 C
B16 3.55 0.25 B
B17 4.52 0.75 B
B18 6.46 1.75 B




これらによると各古墳は直径 7 mを超え、墳丘高 1～2 mの大型墳丘を持つ群（第 1群）、
直径 6～7 m、墳丘高 0.5～1.5 mの中型墳（第 2群）、直径 5 m台前半、墳丘高 0.5～1.25 m
の小型墳（第 3群）、直径 3～4 m、墳丘高 0.25～0.75の極小墳（第 4群）に分かれる。第
1群 6基、第 2群 19基、第 3群 5基、第 4群 9基を数える。第 2群が最も多く一般的な
規模であり、第 1群は少なく、全体の中で有力な人物の墳墓である可能性が高い。第 1群
がすべて A, Bタイプで、尾根線上にあることもこのことを裏付けるものだろう。第 3、4
群は第 1群の周囲にあり、第 1群に従属する古墳群であると考えられる。










れる A3～A5の 3基 ①、南斜面上に点在する A1、A6～A8、A11の一群 ②、第 1グルー
プでは最大の第 3群に属する A14号墳とその周囲に築かれる A2、A9、A10、A15～19号













墳 丘 直 径
第 4 群


















































第 2グループは A21、22号墳、B1～13号墳、B16号墳の合計 16基で構成される。古
墳群が分布する範囲で中央に位置する尾根の高まりを中心に最高所から東に傾斜する尾根
線上に分布する。尾根の高まりの標高は 85 m前後で、第 2グループは古墳群中で最高所
を中心にとしており、すべて尾根線上に分布する点に特徴がある、16基中大型墳は 4基、





































第 1グループに東端、中央の尾根高所と東尾根高所との間の低地、標高 72 m付近には
古墳群中最大の大型墳 B12号墳を中心に中型墳 1基、小型、極小墳 3基、合計 5基が分
布する。有力者とその支配下との関係を読み取ることも可能だろう。
（3）　第 3グループ
第 3グループは古墳群東端にあたる標高 81 m付近の高まり西側斜面、南側斜面に分布























昭和 46年 3月に発掘調査が実施された鳥矢ケ崎古墳群 A1号墳、A2号墳出土遺物につ
いて改めて資料化を行ったので報告する。
資料化を行った遺物は報告書（栗駒町教育委員会　1972、以下報告書は本書を指す）に
掲載された A1号墳出土の土師器鉢 1点、須恵器甕 1点、A2号墳出土の銙帯金具（絞具 1












2.8 mである。北側に長さ 0.7 m、幅 0.3 mの凝灰岩割石をおき、その左右には大小の河原
石を並べる。玄門にあたる部分は左右に細目の大石を置き区切りとする。西壁では石積み
が 2段分、高さ約 0.2 m確認された。残存する河原石から想定される高さは石積み 3～5




（第 6図）。須恵器甕は南側前庭部との記載もある（註 2）。このほか A1号墳では明治末年
ころに盗掘を受けた際に馬具が出土したという（註 3）。
【出土遺物】

























【古墳】　古墳群が分布する西側丘陵斜面に所在する直径 7.0 m、高さ 1.1 mの円墳。墳
丘は地山上に木炭を含む灰褐色粘土質土、その上部に赤褐色土を積み構築される。墳丘の
周囲に幅 2 mの周溝がある。周溝堆積土は黒色土であり、この堆積土下には厚さ 0.1 mの
白色粘土がみられる。
主体部は墳頂下 0.4 m、墳丘のほぼ中心において長軸が南北方向である組み合わせ式木




































番号 層位 種別 器種 特徴
1 羨道前面周溝 須恵器 甕
残存 : 3/5。器高 : 29.0 cm。口径 : 18.2 cm。底径 : 12.2 cm。外面 : ロクロナデ。体部上方のロクロナデによる凸
部分はカキ目風となる。棒状のヘラ記号ないしは工具痕。体部下半はロクロナデの後ヘラケズリ。暗灰色（N3/0）
～灰色（N6/0）。底部 : ヘラケズリ。内面 : ロクロナデ。体部下半より見込みにかけて使用によるとみられる斑
状の剥離痕がある。暗灰色（N3/0）～灰色（N6/0）。ネーミングなし。
2 羨道前面周溝 土師器 鉢
残存 : 3/5。器高 : 10.0～10.8 cm。口径 : 15.5 cm。底径 : 7.0～7.4 cm。外面 : 横ナデ。ヘラケズリ。体部下半は
ヘラケズリの後幅の広いヘラミガキ。にぶい褐色（7.5YR5/4）。底部 : ヘラミガキ。内面 : 横ナデ。ハケメ。幅
の広いヘラミガキ。内面見込み付近はナデ。黒色処理か。黒色（7.5YR2/1）～黒褐色（7.5YR3/1）。ネーミング
は「A号 7T　s46.3.20」。
3 羨道前面周溝 土師器 坏 所在不明。器高 : 5 cm。口径 : 約 11 cm。底径 : 約 7 cm。外面 : 不明。明褐色。底部 : 不明。内面 : ヘラミガキ・黒色処理。
番号 層位 種別 器種 特徴
1 周溝 須恵器 高台付坏
残 存 : 3/5。 器 高 : 6.3 cm。 口 径 : 14.4 cm。 底




2 周溝北東部 土師器 甕
残存 : 4/5。器高 : 21.5～23.0 cm。口径 : 17.2 cm。
底径 : 11.8 cm。外面 : 横ナデ。ヘラケズリ。にぶい
黄橙色（10YR6/4）～にぶい褐色（7.5YR6/3）、橙色






番号 層位 種別 器種 特徴
3 棺内 銅製品 絞具 残存 : C字形外枠と刺金の大半を欠損。長さ : 4.6 cm。幅 : 3.8 cm。高さ : 0.8 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 35.1 g。釘は 1ヶ所。
4 棺内 銅製品 巡方No. 1
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.4 cm。幅 : 3.6 cm。高さ : 0.8 cm。厚さ : 0.2 cm。重
さ : 20.4 g。長方形の孔。長さ : 2.8 cm。幅 : 0.4 cm。外側の表面は剥離が目立つ。内
側の釘4つのうち2つは中ほどより欠損する。完形のものは長さ0.9 cmで金具より0.4 cm
突出する。
5 棺内 銅製品 巡方No. 2
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.4 cm。幅 : 3.5 cm。高さ : 0.8 cm。厚さ : 0.2 cm。重
さ : 23.0 g。長方形の孔。長さ : 2.8 cm。幅 : 0.4 cm。外側の長方形の孔の脇に繊維状
物質残存。外面及び側面に黒色の範囲。内側の釘 4つのうち 3つは中ほどより欠損。完
形のものは長さ 1.0 cmで金具より 0.4 cm突出する。
6 棺内 銅製品 巡方No. 3
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.4 cm。幅 : 3.7 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1～0.2 cm。
重さ : 18.1 g。長方形の孔。長さ : 2.7 cm。幅 : 0.4 cm。外側の 1/4程度の範囲に繊維状
物質残存する。内側の釘 4つのうち 2つは中ほどより欠損する。完形のものは長さ 0.9 cm
で金具より 0.4 cmほど突出する。
7 棺内 銅製品 巡方No. 4
裏金具。残存 : ほぼ完形。隅は丸みを持つ。長さ : 3.4～3.5 cm。幅 : 3.7 cm。厚さ : 0.1 cm。
重さ : 8.2 g。釘孔 3つ残存し、1ヶ所に釘先端部が残存する。幅 : 0.2 cm。内側に擦痕
ないしはガジリとみられる痕跡あり。また、縁辺部分では表面のあたり痕跡と見られる
錆の範囲がある。
8 棺内 銅製品 巡方No. 5
裏金具。残存 : 隅部の 1ヶ所欠損。隅は丸みを持つ。長さ : 3.3 cm。幅 : 3.7 cm。厚
さ : 0.1 cm。重さ : 4.4 g。釘孔 4つ。幅 : 0.2 cm。内側に擦痕ないしはガジリとみられ
る痕跡あり。また、縁辺部分では表面のあたり痕跡と見られる錆の範囲がある。
9 棺内 銅製品 巡方No. 6
裏金具。残存 : ほぼ完形。隅は丸みを持つ。長さ : 3.3 cm。幅 : 3.7 cm。厚さ : 0.15 cm。
重さ : 12.2 g。釘孔 4つ。幅 : 0.2 cm。また中央隅よりに家径 0.4 cmの孔 1ヶ所あり。
外側に細かい擦痕あり。外側と内側に黒色の範囲。内側の縁辺はやや高くなる。
10 棺内 銅製品 丸鞆No. 1
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.7 cm。幅 : 2.5 cm。高さ : 0.8 cm。厚さ : 0.1 cm。重
さ : 8.3 g。長方形の孔。長さ : 2.8 cm。幅 : 0.5 cm。外側と内側に黒色の範囲がある。
内側の釘 3つ。長さ 0.9 cmで金具より 0.2 cm突出する。
11 棺内 銅製品 丸鞆No. 2
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.8 cm。幅 : 2.4 cm。高さ : 0.6 cm。厚さ : 0.1～0.2 cm。
重さ : 13.5 g。長方形の孔。長さ : 2.8 cm。幅 : 0.5 cm。外面に擦痕。外側の平坦と内
側の全面が黒色の範囲。内側の釘 3つのうち 2つは中ほどより欠損。完形のものは長さ
0.8 cmで金具より 0.4 cm突出する。
12 棺内 銅製品 丸鞆No. 3
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.9 cm。幅 : 2.5 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1～0.2 cm。
重さ : 14.4 g。長方形の孔。長さ : 2.9 cm。幅 : 0.4 cm。外側の一部と内側に黒色の範
囲がある。内側の釘 3つ。長さ 0.9 cmで金具より 0.4 cmほど突出する。
13 棺内 銅製品 丸鞆No. 4
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.9 cm。幅 : 2.5 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1 cm。重
さ : 12.4 g。長方形の孔。長さ : 2.4 cm。幅 : 0.3 cm。外面の長方形孔周辺の一部に繊
維物質残存。外側の平坦面と内側に黒色の範囲がある。内側の釘 3つは中ほどより欠損。
長さ 0.5 cm以上。
14 棺内 銅製品 丸鞆No. 5
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.7 cmヵ。幅 : 2.5 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1～0.2 cm。
重さ : 13.8 g。長方形の孔。長さ : 2.7 cm。幅 : 0.5 cm。外面に擦痕。側側と内側の全
面が黒色の範囲。内側の釘 3つ。長さ 0.9 cmで金具より 0.4 cm突出する。
15 棺内 銅製品 丸鞆No. 6
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.8 cm。幅 : 2.4 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1～0.2 cm。




16 棺内 銅製品 丸鞆No. 7
表金具。残存 : ほぼ完形。長さ : 3.9 cm。幅 : 2.4 cm。高さ : 0.7 cm。厚さ : 0.1 cm。重
さ : 12.8 g。長方形の孔。長さ : 2.7 cm。幅 : 0.5 cm。外側の平坦面の一部と側面に黒
色の範囲がある。内側の釘 3つは中ほどより欠損。長さ 0.7 cm以上。内側左隅部分に
変更する前と変更後の釘の痕跡がある。
17 棺内 銅製品 丸鞆No. 8
裏金具。残存 : 側面の一部欠損。長さ : 3.5 cm以上。幅 : 2.4 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 2.3 
g。釘孔 2つ残存。幅 : 0.1 cm。
18 棺内 銅製品 丸鞆No. 9
裏金具。残存 : 側面の一部欠損。長さ : 3.6 cm以上。幅 : 2.4 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 3.1 
g。釘孔 3つ残存。幅 : 0.1 cm。外面の左上方縁辺側に長さ 0.4 cm以上、幅 0.2 cmの孔
あり。
19 棺内 銅製品 丸鞆No. 10
裏金具。残存 : 側面の一部欠損。長さ : 3.6 cm。幅 : 2.4 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 3.6 g。
釘孔 3つ残存。幅 : 0.1 cm。
20 棺内 銅製品 丸鞆No. 11
裏金具。残存 : 側面の一部欠損。長さ : 3.7 cm。幅 : 2.4 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 3.5 g。
釘孔 3つ残存。幅 : 0.1 cm。外面の右中ほど縁辺側に径 0.4 cmの孔あり。
21 棺内 銅製品 丸鞆No. 12
裏金具。残存ほぼ完形。長さ : 3.9 cm。幅 : 2.4 cm。厚さ : 0.1 cm。重さ : 6.1 g。釘孔
3つ残存。幅 : 0.1 cm。
22 棺内 鉄製品 刀子 所在不明。長さ : 12.7 cm。幅 : 0.7 cm。木質部がわずかに残存。
23 棺東側封土内 鉄製品 蕨手刀
ほぼ完形。長さ : 36.4 cm。刃部長さ : 24.8 cm。刃部幅 : 4.3 cm。棟幅 : 0.7 cm。柄部長
さ : 11.6 cm。柄部幅 : 3.3 cm。柄部厚さ : 0.8 cm。鍔長さ : 6.9 cm。鍔幅 : 4.8 cm。鍔
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とみられる。板金具は幅 3.8 cm、長さ 10 cm程度の銅板を折り曲げて、釘 1ケ所でとめて
いる。
巡方は 6点ある。内訳は表金具 3点、裏金具 3点である。表金具はいずれもほぼ完形で、
縦幅 3.5～3.6 cm、横幅 3.4 cmである。下方には長さ 2.8 cm、幅 0.4 cmの長方形の孔があり、
形態は類似する。内面には裏金具をとめる釘が四隅にある。釘は完形のものの長さが
1 cmとみられ、巡方の高さより 0.4 cmほど突出する。なお、釘の周囲は盛り上がっており、
本体と釘が同時に鋳造されたというよりは表金具と裏金具を組み合わせるに際し、釘の位
置を調整しながら溶接されたと考えた方がよいとみられる。裏金具は 1点が隅部を欠く以
外、ほぼ完形である。縦幅 3.7 cm、横幅 3.3～3.5 cm、で形態は類似する。四隅に釘がは
いる孔がある。また No. 6では四隅の孔の 1つに隣接し、0.4 cmの孔が確認できる。
丸鞆は 12点あり、内訳は表金具 7点、裏金具 5点である。表金具はいずれもほぼ完形で、
縦幅 2.4～2.5 cm、横幅 3.7～3.9 cmである。下方には長さ 2.7～2.9 cm、幅 0.4 cmの長方
形の孔があるが、1点のみ長さ 2.4 cmとやや小さいものがある。全体的な形態は類似する
が巡方表金具より大きさの幅がある。内面には裏金具をとめる釘が 3ヶ所にある。釘は完










































ぼ完形である。縦幅 2.8 cm、横幅 3.3～3.5 cmで形態は類似する。3ヶ所に釘がはいる孔




た、巡方の表金具 No. 2及び No. 3では繊維状の物質が残存している。丸鞆表金具 No. 6
では長方形の孔の短辺より紐状の物質が付着していることがわかった。今後、これらの分
析により銙帯金具の外装の状況が把握される可能性もある。





この結果、巡方は表金具 No. 2と裏金具 No. 4、表金具 No. 3と裏金具 No. 5が組み合う






No. 4 No. 5 No. 6
No. 1 × × △
No. 2 ○ × ×
No. 3 × ○ ×
【丸鞆】
No. 8 No. 9 No. 10 No. 11 No. 12
No. 1 × × × × ×
No. 2 × × × × ×
No. 3 × × × × ○
No. 4 × × × ○ ×
No. 5 ○ × × × ×
No. 6 × × ○ × ×








は表金具 No. 3と裏金具 No. 12、表金具 No. 4と裏金具 No. 11、表金具 No. 5と裏金具
No. 8、表金具 No. 6と裏金具 No. 10が確認された。表金具 No. 1、No. 2、No. 7と裏金具
No. 9は組み合うものを確認できなかった。このことから丸鞆は表金具と裏金具が組み合
うもの 4点、組み合わないもの 4点があり、現段階で想定される丸鞆の数は 8点であるこ
とが判明した。
以上より A2号墳出土の銙帯金具は絞具 1、巡方 3ないし 4、丸鞆 8で構成されると考








帯金具を考えると、絞具の幅から帯幅は 3.8 cmとなり、巡方表金具幅 3.5～3.6 cmか
ら ② について確認される。しかし、丸鞆表金具の長さは 3.7～3.9 cmとなり、巡方表金具
より 0.1～0.3 cmほど大きく、さらに帯幅と同じかやや大きいものとなり、③ の関係はわ
ずかではあるが一致しない。丸鞆表金具幅の数値のばらつきは丸鞆鋳造の際の誤差の範囲
であり、3.8 cmの大きさにそろえようとしていた場合は ① の帯幅と一致することとなる
が、銙帯金具は 0.3 cmごとに大きさが異なるとされており、A2号墳出土の巡方と丸鞆の







































番号 遺跡名 遺構 種別 特徴 文献
1 伊治城跡 SI04　2層 絞具 ほ ぼ 完 形。 長 さ : 6.27 cm 以 上。 幅 : 4.5 cm。 厚さ : 1.2 cm。錆化激しいとあることから鉄製か。
宮 多 研 1978、46
頁、第 27図 12
2 伊治城跡 O57東区カクラン層 絞具 ほぼ完形。長さ : 4.0 cm。幅 : 3.2 cm。鉄製。
市 2009、42 頁、
第 29図 44
3 伊治城跡 SI12　1層 巡方 ほぼ完形。長さ : 2.9 cm。幅 : 2.9 cm。厚さ : 0.3 cm。中央下半に方形の透かし孔。裏面四隅に鋲脚。鉄製。
宮 多 研 1979、17
頁、第 9図 11
4 城下遺跡 SI16B　堆 丸鞆
ほぼ完形。表金具と裏金具が組み合った状態で出土。
長さ : 2.5 cm。幅 : 3.8 cm。高さ : 1.1 cm。孔の長
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鳥矢ケ崎古墳群測量調査報告
第 5章　まとめ
平成24年から3年間の測量調査により、鳥矢ケ崎古墳群の全体像がほぼ明らかになった。
古墳群は東西約 250にわたる尾根上と尾根南斜面に 39基が確認された。地表面から観察
できない古墳も予想されるため、古墳総数は 40基を越える可能性が高い。
古墳群の分布は大きく 3グループに分かれるようで、グループごとに構成する古墳、分
布に特徴がある。第 1グループは比較的均質な古墳で構成され、中に密接する複数の古墳
があり、血縁関係等の関係を読み取ることも可能かと思われた。また、大型墳 1基の周囲
に小型墳が集中し、有力者と従う人々の関係が示されている可能性がある。第 2グループ
は古墳群中の中央で、最高所に築かれている。大型墳が最高所付近に集中して築かれ、こ
の地点が鳥矢ケ崎古墳群の中心で、全体を統括する最も有力な人々の墓である可能性が高
い。また、小型、極小古墳の割合も高く、第 2グループは鳥矢ケ崎古墳群を築いた勢力の
中で、最も有力な人々と、従う人々の墓を中心に構成されていると見られる。第 3グルー
プは 4基で中型古墳を中心に構成されている。これらの分布状況は、鳥矢ケ崎古墳群を営
んだ集団の構造と関係している可能性がある。詳細は発掘調査を実施しないと分からない
が、鳥矢ケ崎古墳群を営んだ人々は中心を担う一族（第 2グループ）とその他の一族（第
1、3グループ）に分かれていたのかもしれない。
さて、昭和 46年の発掘調査の報告（栗駒町教育委員会　1972）では、鳥矢ケ崎古墳群は、
1号墳から横穴式石室を模した岩手県域に分布するいわゆる末期古墳に共通する石室が確
認されたことと、2号墳から組み合わせ式木棺が出土したことから、北方型蝦夷塚様式と
中央型高塚様式の二つを併せ持っていると考えられている。第 1号墳の石室は破壊されて
いることもあり、石室構造は明瞭ではないが、幅がせまく、石室上部から遺体を搬入して
いた変形した横穴式石室と見ることが可能であろう。岩手県北上市猫谷地古墳群、五条丸
古墳群等の石室と類似しており、北方型とみることができよう。一方、2号墳から出土し
た組合せ式木棺は報告では中央型と位置づけられている。報告書が刊行された昭和 47年
当時、東北北部の古墳群の様相が十分には把握されていなかったが、その後多くの調査が
行われ、末期古墳特に岩手県域北部の末期古墳には木棺が多く用いられていることが判明
している。2号墳の木棺の構造や埋納位置は明瞭ではないため確定できないが、第 2号墳
の木棺もまた北方型である可能性は高いと考えられる。
発掘調査による出土遺物は土師器、須恵器の他 2号墳から蕨手刀、刀子、銙帯金具一式
である。他に調査以前に採集された馬具が出土したことが伝えられている。これらのいず
れもが北方の末期古墳と共通する品目で、鳥矢ケ崎古墳群が北方の末期古墳群と共通する
様相であることと矛盾しない。中で銙帯金具は蛇尾を除く帯金具の全体が揃っており、こ
れらの金具は帯に装着された状態で副葬されたこと見られる。周知のように銙帯金具を装
着した帯は律令国家の役人の官服に用いられるものである。熊谷公男氏のご教示によれば、
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功労のあった者に与えられることもあるということで、2号墳の被葬者を律令官人と断じ
ることはできないが、律令国家と深く関わる人物であったことは認めることができよう。
以上述べてきたように、鳥矢ケ崎古墳群の全体の様相は東北北部に分布する末期古墳群
と同じ特徴を持っており、同様の位置づけをすることが可能であろう。従って、鳥矢ケ崎
古墳群を営んだ人々は、蝦夷と呼ばれる人々と同じ文化をもっていたと考えられよう。た
だし、2号墳に葬られた人物には銙帯金具を装着した帯が副葬されていることを考えれば、
鳥矢ケ崎古墳群を営んだ人々は一方では律令国家と緊密な関係も持っていたことが想定さ
れる。鳥矢ケ崎古墳群の南東約 6 kmには伊治城跡があり、宝亀十一（780）年に伊治公呰
麻呂 の乱の舞台となったことはよく知られている。鳥矢ケ崎古墳群を営んだ北の文化を
持ち、律令国家と緊密な関係を持つ人々の姿は、蝦夷を出自とし、律令国家に仕えた伊治
公呰麻呂の姿と共通するところが多い。すでに報告書（栗駒町教育委員会　1972）で指摘
されているように鳥矢ケ崎古墳群を築造した人々こそが伊治公呰麻呂の一族であった可能
性はきわめて高いと考えられよう。
最後に、鳥矢ケ崎古墳群の保存状態について述べたい。鳥矢ケ崎古墳群の保存状態はき
わめて良好である。確認できる 39基の古墳のうち、多少とも損傷をうけているのは A12、
13、16号墳の 3基にすぎない。特に B地区の各古墳はほとんど完全な姿で残されている。
古墳群の立地する丘陵も本来の地形がそのまま残されている。つまり、景観も含めて鳥矢
ケ崎古墳群は築かれた当時そのままの姿を今に伝えているのである。国指定史跡岩手県北
上市江釣子古墳群（猫谷地古墳群、五条丸古墳群）、国指定史跡青森県八戸市丹後平古墳
群など著名な古墳群は周辺に開発が進み、当時の景観にはほど遠い状況にある。国指定史
跡青森県おいらせ町阿光坊古墳群は現状では唯一古墳群築造当時の姿を残している。阿光
坊古墳群は、各古墳の墳丘が低く、緩やかな斜面に築かれる点に特徴があり、東北北部北
半の末期古墳を代表する例である。鳥矢ケ崎古墳群は筆者の知る限る東北北部の中でも律
令国家と接する地域に築かれた歴史的に重要な意味を持つ古墳群であり、古墳群の様相は
この地域の古墳群の全体的な姿を今に残す唯一の貴重な古墳群であることは間違いない。
地域の方々、鳥矢ケ崎史跡公園保存会、栗原市教育委員会のこれまでの鳥矢ケ崎古墳群の
保存、整備かけてこられたなみなみならぬ熱意とご努力に心からの敬意を表するとともに、
古墳群の重要性と価値をもって国史跡指定にむけての努力をすることを提言したい。
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